
Made in Japan

問い合わせ先

株式会社 箕浦（製造元）
〒 503-2305　岐阜県安八郡神戸町神戸 1197-1
Phone:  (0584) 27-3131 / Fax:  (0584) 27-7505
Mail:  minoura@minoura,jp
Web:  www.minoura.jp

株式会社 深谷産業（販売元）
〒 462-0062　愛知県名古屋市北区新沼町 150
Phone:  (052) 909-6201 / Fax:  (052) 909-6212
Web:   www.fukaya-sangyo.co.jp

もし何かわからないことがあった場合は、まずお買い求めになった販売店にお問い合わせください。
もしそこで十分な情報やサービスを受けられない場合に限り、下記までお問い合わせください。

クランプ適用直径
28mm～ 35mm

1 まず装着前に側面のボルトを回して
クランプの内径を取り付ける対象の
パイプの直径におおよそ合わせて
おきます。

2

添付の透明シートをパイプに巻き、
その上からクランプをかぶせます。
クランプを閉じてから金属リングを
フックにかけます

4

レバーを閉じ切ったとき「パチン」と
いう音とともに適度な抵抗を感じたら、
それは正常です。
もしレバーがきつすぎる、あるいは
緩すぎる場合は、いったんクランプを
解除し、側面のボルトを回してクランプ
の開き幅を再調整してから、再度装着
してください。

引き込まれていることを確認してからお使い
ください。

あります。必ずボルトが完全にクランプ本体に
クランプが緩み、重大な事故を起こす恐れが
締まりきっていません。このままだと使用中に
出たままだった場合は、クランプは完全に
レバーを閉じたときもし側面のボルトが飛び

×注意レバーを倒します

3

縦向きに取り付けた状態

横向きに取り付けた状態

ローラーは縦向きに
も横向きにもセット
できます。

クランプの使い方

パイプで組まれた展示棚に、ワンタッ
チで止められるクランプを利用して
ハンドルバーやシートポストをディス
プレイするためのホルダです。

スラットウォールの壁面に、ハンドルバーやシートポスト
をディスプレイするためのホルダです。
2つのローラーの間にパイプ部分をはめ込むだけと簡単。

縦向きに取り付けた状態

横向きに取り付けた状態

ローラーは縦向きに
も横向きにもセット
できます。

PH-1 ワンタッチクランプ式ホルダ　取扱説明書

WPH-1 スラットウォール用ホルダ　取扱説明書


